
資料１ 

※ 頁数は修正後の本編案のものです。 

 

第３回守山市水道ビジョン策定懇話会からの修正点について 

 

 

頁 ご意見 修正点 

Ｐ65 
「自己水を残す」という市の方針を書いて

はどうか。 

「県水と自己水源による二系統供給を継続

運用する」ことを追記しました。 

P66 
取得年度別帳簿原価のグラフで突出した

年度は、注釈を書くべき。 

突出した年度について、資産を明記しまし

た。 

P68 

表4.2—4構造物及び管路の総資産額の数値

が誤っている。 

正しい数値に修正しました。 

管路 5,188,011千円⇒33,665,965千円 

計 10,376,022千円⇒38,853,976千円 

Ｐ79 

財政の見通しを立てる際は、アセットを最

初に決め、その次にこれだけお金が必要だ

という支出を決める必要がある。 

アセットマネジメントにおいて、今後10年

間で総事業費50億円（年平均事業費５億円）

を見込み財政計画を立案することを追記し

ました。 

Ｐ81 
「自己水を残す」という市の方針を書いて

はどうか。 

建設改良事業の基本方針を追記しました。 

Ｐ84 

図4.3—5収益的収支の見通しのグラフにつ

いて支出が収入を上回っているが正しい

のか。 

正しいグラフに修正しました。 

Ｐ85 
図4.3—6資本的収支の見通しのグラフの中

の「補助金返還金」は必要ないのでは。 

「補助金返還金」について、削除しました。 

P83  

今後10年間の見通しがあいまいである。 

今後どのような対策をするのかを、もっと

書くべきである。 

繰入金の確保について、追記しました。 

P8６ 

P87 

今後10年間の資金残高、企業債残高のシミ

ュレーションを明記しました。 

Ｐ88 
財政収支のまとめで、今後の方針を明確に

しました。 

Ｐ99 人材確保について、追記しました。 

 

 

 

 

 

 

 


